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１１））イインンフフララ部部会会 	
	
（（座座長長：：谷谷本本和和明明））	
	

     電力網等の基盤整備を進める上で、行政上の問題や、法規制等、或いは国へ	

　　の助成申請などの視点から、実現可能性を検討する、主に行政・関係団体を	

　　中心としたグループ	


２２））シシーーズズ部部会会 	
	
（（座座長長：：田田中中義義人人））	
	

　　技術シーズを集約し、技術適用性の具体化、設計、実現可能性	

      を検討する、主に産業界を中心としたグループ	


３３））ニニーーズズ部部会会 	
	
（（座座長長：：田田中中俊俊彦彦））	
	

       町の特徴にあったものや地域からの要望を検討する、	

       主に地域住民を中心としたグループ	


http://www.nias.ac.jp/enec/ 



全市電力利用実績データ（月次）、対象地域（日見地区、東長崎地区）の世帯数（月次）、対象地域（日見地区、東長崎地区）の事業所数

（年次）を抽出と、② 全市の月次利用電力実績を調査し、②から①の世帯数に比例配分したものを地域電力使用実績のベースとした。

Ceusus-­‐X11	
  によるトレンドと季節変動指数の抽出し、トレンド外挿に季節変動指数の合成法を採用し推定を行った。
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k h k h k h
108195.5846 99149.75084 207345.3354
108099.4498 99816.01377 207915.4636
109985.8498 100040.7603 210026.6102
111872.2498 100265.5069 212137.7567

4 1.059296654 0.904700427 0.984514677
5 0.928783349 0.862173138 0.896027753
6 0.770440750 0.949034743 0.855385394
7 0.797278504 1.049866891 0.917804553
8 1.142431675 1.251899444 1.193719664
9 1.182365810 1.270899076 1.222843669

10 0.804797913 1.026965040 0.910531139
11 0.808201064 0.869119222 0.837320179
12 0.962646783 0.867403360 0.915986727
1 1.379711267 0.967694352 1.185489282
2 1.233721540 1.023632250 1.137420685
3 0.930324690 0.956612056 0.942956278

12 12 126 12

 

長崎市東部地域	
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再生エネルギー供給の導入の現状について： 
・太陽光発電を主として世帯比率で7% 
・導入目的は売電と電力供給が主である

0	
   1	
   2	
   3	
   4	
   5	
   6	
   7	
   8	
   9	
  

⑥供給電力の補給	


⑦災害時での対応	


⑧積極的な売電	


⑨その他	


再生可能エネルギーによる供給について： 
・積極的な推進と併用を望むが85% 
・電力料金が現状かそれ以下が条件

 

77.44% 

66.42%

	
 再生可能エネルギーの管理について： 
・電力料金が現状かそれ以下の場合の推進は80％ 
・導入の目的は災害時対応とエネルギー補給
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⑤電力の補給	


⑥災害時の対
応	


⑦売電	


⑧その他	
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再生エネルギー供給の必要性について： 
・災害時対応とグリーン発電への意識が高い 
・地域における経済効率もウェートも高い

再生可能エネルギーによる供給について： 
・積極的な推進と併用を望むが81% 
・電力料金が下がることが条件

 

64.56% 
 

54.18%

地域の	
 CEMS 導入の理由について： 
・電力料金が現状かそれ以下の場合の推進は80％ 
・導入の目的は災害時対応とエネルギー補給
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⑤負荷変動の
調整	


⑥災害時の対
応	


⑦売電	


⑧その他	
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①現在のまま	
 ②併用	
 ③地域主体の推進	
 ④その他	
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①災害時の補給	


②負荷変動対策	


③クリーン発電	


④料金低下の可能性	


⑤地域の経済効果	


⑥地域の経営インフラ	


⑦その他	




東部下水	
 

処理場	
 
バイオマス	
 

長崎総合科学大学	
 

CEMS	
 

東工場	
 

ゴミ焼却
による発

電	
 

東長崎	
 

浄水場	
 

古賀市民	
 

センター	
 

長崎東部地域における事業の可能
性	
 

現川小水	
 

力発電	
 

小水力	
 

発電	
 

中尾ダムの	
 

小水力発電	
 

地域内で電動	
 
コミュニティ・

バス	
 

小水力	
 

発電	
 

注：この提案は、公共の土地を活用した場合の一例であ

る。	
 

長崎総合	
 

科学大学	
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提言３：　スマートコミュニティの再生可能エネルギー事業と負荷平準化
のためのスマートグリッド事業実施のために、地域に適したビジネ
スモデルを構築する。	
 

提言１：　長崎東部地区を、国・県・市だけではなく、九州電力を巻き込
んだスマートコミュニティ特別区を目指す。	
 

提言２：　非常時への対応とグリーンエネルギーの活用について、自治体
と共にタウンミーティングやセミナー活動を通し地域の未来への議
論を重ねる。	
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シーズ部会からの提案	


1.  東部下水処理場でのゼロエミッション	

  燃料としての利用法	


  肥料としての利用法	


  小水力発電、太陽光発電	


2.  風力・太陽光コジェネ発電	

  東長崎エコツリー計画、EV自転車	


3.  水族館入り口でのスマートハウス	

  地中熱、太陽光発電、EV、燃料電池、HEMS等	


4.  ユビキタス中継器のフィールド試験	


5.  介護、在宅医療向けの申請	
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Nagasaki Institute of Applied Science 

自自然然エエネネルルギギーーをを利利用用ししたた	
	

イイルルミミネネーーシショョンン塔塔	
	




Nagasaki Institute of Applied Science 
風力・太陽光ハイブリッド発電機	


風力発電定格：200W 
　　　　　　　　　　　（風速12m/s時) 

太陽光発電定格：1kW 
　　（富士電機製　FWAVE 40枚）	


蓄電容量定格：300Ah×24V 
　　　　　　　　　　（7200Wh）	

　　５２Ah×２４V×３並列が2系統	


　　電動バイク1台で1200Wh 
　　1日あたり1500kWh発電で	

　　フル充電2台分をまかなう？	


PV1 

PV2 PV3 



Nagasaki Institute of Applied Science 
スマートハウスでの実証試験	


 新エネルギーの導入（太陽光発電、風力発電、燃料電池）	

 HEMS（Home Energy Management System)の導入　	

 蓄電池、EV、エコキュートの導入	


 自然素材を生かした新しい家づくり	

 風、光、植物との共生	


創エネ	

省エネ	

蓄エネ	




　　EENNEEハハウウススをを用用いいたた実実験験	
	


Green Center of Excellence  @ Nagasaki Institute of Applied Science	
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エミュレータ 



電源エミュレータ	


エミュレータの構成	

Green Center of Excellence  @ Nagasaki Institute of Applied Science	
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　システム構成	
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Green Center of Excellence  @ Nagasaki Institute of Applied Science	
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　東長崎エコタウン構想地域での模擬実験準備	


  九州電力の協力を得て、電柱上で電力需要の測定	


Green Center of Excellence  @ Nagasaki Institute of Applied Science	
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①

②

③



　停電を仮定してシミュレーション的に予測可能	


Green Center of Excellence  @ Nagasaki Institute of Applied Science	
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ここれれままででのの非非常常電電源源シシスステテムム 
新新ししいい電電源源シシスステテムム	
	


停停電電 8:00to 24:00	
	


UnitⅠⅠ: Diesel engine （（100kVA）） 
UnitⅡⅡ:Diesel engine （（230kVA）） 
UnitⅢⅢ: Gas turbine（（1250kVA））×3 
UPS: （（100kVA））×13	
	




　シミュレーション例	


Green Center of Excellence  @ Nagasaki Institute of Applied Science	
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非非常常用用電電源源がが供供給給	
	
 非非常常用用ババッッテテリリーーをを充充電電	
	





